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令和元年度以来3年ぶり、そして初めての市川三郷町内での開催となった今回の総会・記
念映画会についてレポートします。

長引くコロナ禍において会の運営について模索する中で、今回オンライン参加枠を設け実施しました。
総会、ミニコンサート、記念映画会で延べ17人の方にオンラインで参加いただきました。
初めての試みでご不便をおかけする場面もあったことと思います。今後につなげるため改善すべき点など
ありましたら事務局までお知らせください。
※参加いただいた皆様にはアンケートはがきを同封しますので、ご協力をお願いします。

◇ご参加いただいた皆様ありがとうございました！◇

総 会

会 場 参 加 35人 会場の様子
オンライン 8人
合 計 43人

記念映画会
「Life生きてゆく」笠井千晶監督作品
会 場 参 加（会員） 3４人
会 場 参 加（会員外）51人
オンライン（会員） 4人
オンライン（会員外） 5人
合 計 94人

令和4年7月2日（土）
10:00 総会・山本由紀美さんミニコンサート
12:00 記念映画会「Life生きてゆく」上映

笠井千晶監督への質問会
NPO法人 是空 「市川三郷町の偉人展」

今村裕会⻑は、「町で久しぶりの対面総会が開催できたことを大変喜んでいる。コロナ禍で困難はあるが、『企画
⼒』と『突破⼒』を持って臨んでいきたい。『りんどう』の活動が町ために貢献できるよう引き続きご協⼒をお願いします」と
あいさつ。
遠藤浩町⻑からは、歓迎の⾔葉とともに⽇頃の町へのご協⼒への感謝を伝えられました。町の取り組みなどを紹介し、

「会員の皆様には今後も町へ関心を寄せていただきたい」とあいさつしました。
ご来賓の⼭梨県⼈会連合会副会⻑の内⽥孝様からは、「市川三郷町は

歴史の⻑い地域。こうした歴史的資源を活かしながら、会員同⼠が交流し
発展につなげていくことを期待したい」とご祝辞をいただきました。
議案は全て承認いただきました。今年度も会員同⼠の交流や町情報の

発信等工夫を重ねてまいります。皆様からの情報提供やイベントの共催な
どご協⼒をお願いします。
また、⼭梨県知事 ⻑崎幸太郎様から祝電をいただきました。

令和5年度総会は、令和５年7月１日（土） 来年も元気に会えますように！

今村裕会長 遠藤浩町長 内田孝様

総会恒例のお楽しみ
抽選会のために

のっぷいの恵み
� 大塚産の桃 �

5箱

ご提供いただきました!

ご協力
ありがとうございました！

＼JA山梨みらい様／



市川三郷町ゆかりの会「りんどう」事務局 担当 高柳・江間

TEL 055-272-1103 ／ FAX 055-272-2525 

メール: seisaku@town.ichikawamisato.lg.jp

事務局だけでは成しえなかった上質の映画上映を実現できたのは、この
方のお陰です︕
自前の機材を持参いただき、前⽇から足場を組み、映写調整をして万
全の準備で当⽇を迎えていただきました。
できたのは、この方のお陰です︕

自前の機材を持参し、前⽇から足場を組み、映写調整をし
て万全の準備で当⽇を迎えていただきました

持参いただいたスピーカーからの音
もまた素晴らしかったのです！！

令和４年度年会費納⼊のお願い
現在、令和４年度の年会費の納⼊を受け付けて

います。7/20現在、納⼊確認ができていない方には
ゆうちょ銀⾏の「払込取扱票」を同封いたしますので、
納⼊いただきますようお願いいたします。

ご協力ありがとうございました！

＼ 芦澤 浩明さん ／

りんどう会員・⽇本映画大学職員

市川三郷町ゆかりの偉⼈に関する展示をしていただきました。
江⼾時代後期の医師・広瀬保庵が著した「環海航路新図」の展示をは
じめ、橋本伯寿、渡辺⻘洲、⽯原⽂雄など市川三郷町の偉⼈に関する
資料を展示いただきました。今回は第1弾︕今後も機会を通じてご紹介
いただきたいと思います。

＼NPO法人 是空さん／

三珠地区出身で現在はフランス在住の声楽家・山本由紀美さ
んによるサプライズミニコンサート。山本さんの夫で映画「オーシャ
ンズ」の水中撮影監督ルネ・ウゼ氏の映像作品と山本さんの歌
声に魅了されました。

町観光大使
＼山本由紀美さん／

町ふるさと大使
＼笠井千晶さん／

ドキュメンタリー映画「Life生きてゆく」の上映会には、
会員のほか一般の方も含め100人ほどの方の参加をい
ただきました。質問会の冒頭には、映画の主人公上野
敬幸さん親子から参加者に向けたメッセージが流され
るサプライズもありました。
様々な偶然から映画制作、現在の上映会へとつながっ
ていることに感銘を受けました。映画のその先の物語
も続いているそうです。

上映後の質問会でのやり取りを一部ご紹介します。
（■：質問・意見 ▶：笠井さん）
■6年間という制作期間を経て完成された作品ですが、
笠井さんを突き動かしたものとは。
▶はじめは映画にする予定はなく、福島に一人足を運
ぶうちにできた人とのつながりの中で、カメラの前で
本音を語ってくれる姿を伝えたいと思うようになりま
した。自分のできる「映像」を使って現地のためにで
きることを考え、チャリティで上映会を開催しながら
進めました。

■上野さんとの出会いは。
▶自分たちの手で行方不明の家族
を捜索していた上野さんに、カメラ
を携えていた私が怒られたことが
最初の出会いでした。

■いずれは山梨、市川三郷町に関わ
る作品を作っていただきたい。
▶今後機会があればやってみたいと
思います。

■私は戦争も経験しているが、この映画を見て大変な
境遇で強く生きている上野さんが印象的だった。自分
がどれだけ恵まれていたかわかったし、希望をもって
強く生きていきたいと思った。
▶上野さんに伝えたらとても喜ぶと思います。

「生きること」をテーマにした映画の上映と笠井さん
のお話で心に響く良い時間になりました。
最後に、現在進行中のプロジェクトである死刑囚 袴田
巌さんの取材を基にした映画制作についても紹介され、
次作への期待も高まりました。
ロビーでは笠井さんの著書「家族写真3.11原発事故と
忘れられた津波」やチャリティTシャツなどの販売も行
われました。

クジラの映像と⼭本由紀美さん ⼭本由紀美さんと笠井千晶さん

最新情報はこちらから︕
＼りんどうTwitter／


